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創業400年のヒガシマル醤油㈱では、原料（米、小麦、大豆）の国産化や生
産の省力化など「2050年問題」に対するリスク回避に長年取り組んできてい
る中、昨今のウクライナ情勢により、原料確保に関するリスク回避の早期実
現が必要と考えている。本実証では、過去の衛星データ等と、これまでヒガ
シマル醤油が蓄積してきたデータと知見を活かし、適切な栽培・省力化情報
を現場に提供し、醤油原料の地産化を実現するための実証を行う。

実際に利用するデータ：PlanetScope（光学）
実証内で検討したデータ：Sentinel-1（SAR）、Sentinel-2（光学）

契約生産者定点圃場栽培データ（ヒガシマル醤油（株）、（株）高田商店）

農研機構メッシュ農業気象データ

高解像度な可視・近赤外データの安価での提供
コンステレーションによる高頻度観測事業者の増加

・小麦の状況から土壌排水性を評価し大豆作業を省力化（労働時間5％削減）
・衛星データによる醤油醸造原料の小麦および大豆の高品質安定生産、2050

年問題へ向けた最終目標小麦1,500 ha、大豆3,000 ha産地拡大の支援
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作付け把握 小麦品質向上 排水作業省力化 需要量確保

・光学衛星データ（B、G、R、NIR）を用いた教師なし分類により小麦圃場抽出
・光学衛星データから算出した様々な植生指数により小麦や大豆の栽培状況を評価


